ユッキー「いきなりですが、女優の私と姉で私が所属する事務所の社長である美子が漫才をしたら・・・というのをやりたいと思います」
美子「今回は漫才をやるのねじゃあ始めようか」
ユッキー「どうもーユッキーです」
美子「姉の美子です」
ユッキー「2人合わせてバーチャル姉妹です」
美子「突然なんだけど、私達バーチャルキャラじゃないだから私GoogleやSillyみたいになりたいの」
ユッキー「えーそうなんだ」
美子「だから私がGoogleになるからユッキー質問して」
ユッキー「OK質問すれば良いのねじゃあ質問するね」
美子「そうよろしくね」
ユッキー「OKお姉ちゃん私の事好き？」
美子「すみませんお役に立てそうにありません」
ユッキー「えっ！なんでよ嫌いって事？」
美子「すみませんお役に立てそうにありません」
ユッキー「それしか言わないじゃんじゃあ私が妹で良かった？」
美子「すみませんお役に立てそうにありません」
ユッキー「又それ？ダメじゃん全然」
美子「質問が悪いのよちゃんとした質問してよ」
ユッキー「解ったじゃあOKお姉ちゃん女優の仕事が来るには、どうしたら良い？」
美子「それは自分で考えて下さい」
ユッキー「えーこのGoogle何も答えてくれないじゃんじゃあ今度はこんな質問しよう
OKお姉ちゃんチーズケーキの作り方教えて」
美子「チーズケーキの作り方ですね。では先ず、牛を買って下さい」
ユッキー「えっ!?なんで？」
美子「牛を買ったら、乳搾りをして牛乳を用意します」
ユッキー「いやいやそこからじゃなくて良いんだよ」
美子「牛乳を用意したら、そこからチーズを作ります」

